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昔
物
語
集
』
に
お
け
る
知
性
の
表
現
に
関
す
る
一
考
察

I
チ
ヱ
（
智
恵
）
と
ザ
イ
（
才
）
を
中
心
に
し
て
1

黒
　
　

田

序
　
　

論

『
今
昔
物
語
集
』
の
語

彙
に
関
す
る
国
語
学
的
研

究
ぱ
、
『
今

昔
物
語
集
文
節
索
引

』

の
刊
行
と
相
侯

っ
て

近
年
著
し

く
発
達

し
て
き
て
い
る
。

し

か
し
、
『
今
昔
』
の

語
彙
量
の
厖
大
さ

が

障
害

と
な

っ
て
研
究

が

阻

ま
れ
て
い

る
と
言
え

よ
う
。

こ

の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
『
今
昔
』
の
語
彙
の

研
究

に
つ

い
て

佐
藤
武

義
氏

は
「
学
問
と
し
て

語
彙

の
研
究

を

体
系
的

に
と
ら

え
ら

れ

る
よ
う

な
方
法

に
少
し
で
も

近

づ
く

よ
う

努

め
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
」
（
注
1
）
と
提
言

さ
れ
て
い

る
。
そ
の
方
法
と
し
て
氏
は
、

類
義
語
の
類
聚
に
よ

っ
て
、

そ

の
相
関
性

を

見
出
す
方
法
を
と

り
、
そ

の
部

分
体
系

を

積

み
重

ね
る
こ

と
に

よ
っ
て

語

彙
の
体

佳
　
　

世

系

を

見

出

そ

う

と

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

具

体

化

の

第

一

歩

と

し

て

「

男

女

の

容

貌

。、

姿

態

の

美

し

さ

を

示

し

て

い

る

語

を

採

集

し

、

こ

れ

ら

の

語

彙

の

相

関

性

と

示

差

性

を

考

察

」
（

注
2

）

さ

れ

て

い

る

。

『
今

昔

』

の

語

彙

の

体

系

的

な

研

究

の

不

充

分

さ

を

感

じ

て

い

た

私

は

、

佐

藤

氏

の

提

案

に

共

鳴

し

て

、

語

彙

の

体

系

を

見

出

す

た

め

の

部

分

体

系

の

ひ

と

つ

を

追

加

す

る

つ

も

り

で

人

間

の

知

性

を

示

し

て

い

る

語

の

採

集

を

行

っ

た

。

人

間

の

知

性

を

示

し

て

い

る

語

を

対

象

と

し

た

理

由

は

、

や

は

り

研

究

考

察

が

完

全

に

は

行

き

届

い

て

い

な

い

と

思

わ

れ

た

か

ら

で

あ

る

。

知

性

を

示

し

て

い

る

語

を

収

集

し

て

、

そ

の

用

例

数

と

と

も

。
　
　
　
　
　
　
　
　‘
t“
f
』

に

整

理

し

て

一

覧

表

に

し

た

も

の

が

表
－

一

で

あ

る

。

表
－

一
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に
は
十
三
語
を
記
し
て
お
い
た
が
、
他
の
語
と
比
較
し
て
と
く

に
特
色
が
見
ら
れ
た
チ
ヱ
（
智
恵
）
と
ザ
イ
（
才
）
の
二
語
に

つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
を
の
み
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
る
。

」
、
チ
ヱ
と
ザ
イ
の
用
例
数
と
そ
の
特
徴

表
－

」
　（
注
3

）

チ
エ
（
智
恵
）

ザ
イ
（
才

）

カ
シ
コ

シ
（
賢
コ

ジ
）

サ
カ
ジ
（
賢

ン
）

サ
ト
リ
（
智

リ
・
識
リ
・
悟
リ
）

チ
（

智
）

ソ

ウ
ミ

ヤ
ウ
（
聡
明
）

ソ

ウ
ビ
ン
（
聡
敏
）

ワ

キ
マ
ヘ
　（
弁

へ
）

ペ
ン
ザ
イ
（
弁
才
）

リ
コ

ン
（

利
根
）

ト

シ
（
利

シ
）

ゲ
ン
サ
ヤ
（
賢

相
）

5
0例

4
3例

1
3
6
例

9

例

1
0
3
例

8

例

7

例
8

例

1

例
2
例
2
例
1
例
1
例

表一二

12
13
14
15
16
17
19
20

仏　 法
仏　法
仏　法
仏　法

仏．法
仏　 法
仏　法
仏　 法

0
0
1

2
0
0
1
3

2
0
0
勺

0
1
6
4

天　　 竺　　 部

巻 チヱ ザイ

1
2
3
4
5

6
5
7

13
1

1
1
0

0
1

小　　 計 12 18

小　 計 32 3
22
23

24
25
26
27

28
29
30
31

大織冠
世　俗
世　俗

宿　報
霊　鬼

世　俗
悪　行

雑　事
雑　事

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

6

0
5
0
0
1
4

2
0
0

震　　 旦　　 部

6
7
9
TO

仏　法
仏　法

孝　養
国　史

4
2

0
0

1
0
0
3

小　 計 6 4

小　　計 0 18 本　　　朝　　 部

総　 計 50 43 n 仏 法 5 2

そ
れ

ぞ
れ
五
十
例
と

四
十
三
例
の

用

例

が
存
在
す
る
チ
ヱ
と

ザ
イ
の
特
徴
は
、

知
性

を
示
し

て
い
る
語

が

い
く
つ
か
あ
る
な

か
で
両

者
の
用
例

が

ほ
ぼ
同

数
に
近

い
と
い
う
こ

と
と
、

両

者

の
巻
別
の
用
例
数

に
一
定

の
偏
り

か

お
る
こ
と
で

あ
る
。

両
者

の
巻
別
の
用
例
数

を
一
覧
表

に
し
た
の

が
表
－

ニ
で
あ
る
。
『
今

昔
』
に

は

仏
教
説

話
で

構

成
さ
れ
た
巻
（
一
～

五
、
六
、
七
。

一
一
～
二
〇
）

と

世
俗
説
話
で

構
成
さ
れ
た
巻
（
九
、
一
〇

、
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二
二
～
三

回

か
お
る
。

ヂ
ヱ
ぱ
全
用
例
で
あ
る
五
十
例
が
仏

教
説
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
巻
に
存
在
し
、
ザ
イ
は
四
十
三
例

の
中
で
半
数
の
二
十
一
例
が
世
俗
説
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
巻

に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
チ
ヱ
と
ザ
イ
の
個

々
の
用
例
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
た
。

ニ
、
チ
ヱ
と
ザ
イ
の
個
々
の
用
例

チ
ヱ
と
ザ
イ
の
個
々
の
用
例
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
、
チ
ヱ

あ
る
い
は
ザ
イ
で
知
性
を
表
現
さ
れ
て
い
る
人
物
が
、
誰
で
あ

っ
て
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
抽
出
し
て

分
類
を
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。
こ
の
方
法
だ
と
チ
ヱ
あ

る
い
は
ザ
イ
で
知
性
を
表
現
さ
れ
て
い
る
人
物
の
傾
向
か
う
か

が
え
る
の
で
ぱ
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
次
に
チ

ヱ
と
ザ
イ
各
々
に
つ
い
て
、
知
性
を
表
現
さ
れ
て
い
る
人
物
の

個
々
の
例
を
前
述
の
方
法
で
分
類
し
た
結
果
と
そ
こ
か
ら
考
察

し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

I
　
チ
ヱ
に
つ
い
て

チ
ヱ
で
あ
っ
て
も
ザ
イ
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
で
知
性
を
表

現
さ
れ
て
い
る
人
物
は
大
き
く
分
け
て
、

仏
教
に
直
接
関
係
す

る
立
場
の
人
物
と
そ
う
で
な
い
一
般
人
と
に
分
け
ら
れ
た
。

ヂ
エ
の
場
合

、

仏
教
関
係
者

が
二
十
七
例
、

そ
れ
に
対
し
て

一
般
人

が
六
例
で
あ

っ
た
。

仏
教
関
係
者
の
用

例
は

次
の
通
り

で
あ
る
。

①
「

仏
陀

」
に
つ
い
て
：
ニ

ー

五
、

一
1

六
、

一
―
一
二
、

以

上
三
例

②
「

仏
弟
子
」
に
つ
い
て
・
上
ハ
例

イ
「

舎
利
弗
」
に
つ
い
て
・
二

―
九
、
三
1

四
、
三
i

五
、

三

―
六
、
以
上
四
例

ロ
「
阿
難
」
に
つ
い
て
・：
三
－

六
、
以
上
一
例

ハ
「
僧
沢
」

に
つ
い
て
・：
四
I

一
〇
、
以
上
一
例

③
「
菩

薩
」
　（
こ
の
場
合

の

菩

薩

ぱ
「

さ
と
り
の
成
就
を
欲

す
る
人
。
さ
と
り
を
求
め
て
修
行
す

る
求
道

者
。
」
　（

仏
教

語
大
辞
典
）
の
こ
と
で
、

観
音
・
勢
至
・
弥
勒
な
ど

の
よ

う
な
固
定
し

た
対
象
の
こ

と
で
は
な
い
。
（
注
4

）
）
…
六
例

イ
「
龍
樹
菩
薩
」
に
つ
い
て
…
四
－

二
五
（
三
例
）
、
以
上

三
例

ロ
「

元

着

菩

薩

」

に

つ

い
て
・：
四
－

二

六
、

ノ ペ

「

護

法
菩

薩

」

に

つ

い

て
・：

四
I

二

七
、

以
上
一
例

以
上
一
例

ニ
「

清
弁
菩

薩
」
に
つ
い
て
・：
四
1

二
七
、
以
上
一

例

④
「
僧
・
聖
人
・
和
上
・
阿
開
梨
」
に
つ
い
て
・
二

一

例

イ
「

僧
」
に
つ
い
て
・
上
ハ
ー
五
、
七
1

二
四
、
一

一
―
五
、

一
九
－

一
四
、
以

上
四
例
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ロ
「

聖
人
」

に
つ
い
て
・：
六
―
三
、

一

四
―
一
〇

、

二
〇

―
［

二
、

二
〇
－

一

三
（
二
例
）
、
以
上

五
例

ハ
「

和
上
」

に
つ
い
て
…
三
―
ニ
○

、
以
上

一
例

ニ
「
阿
開
梨
」

に
つ
い
て
…
三
－

ニ
○
、
以
上
一
例

④
「

寺
の
学

生
」

に
つ
い
て
・：
一

五
―
一
、
以
上
一

例

以

上
の
二
十
七
例
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

一
般
人
の
用
例
は

わ
ず
か
六
例
に
過

ぎ
な
い
。

①
「

釈
摩
男
」
に
つ
い
て
…
ニ
ー

二
八
（

二
例
）
、
以
上
二
例

②
「

憂
陀
夷
」
に
つ
い
て
・
二

－

三
、
以
上

一
例

③
「

迦
批
利
」
に
つ
い
て
・：
ニ
ー
三
四
（
二
例
）
、
以
上

二
例

④
「
転
輪
聖
王
の
皇
子
」
に
つ
い
て
・：
五

―
九
、
以

上
一
例

釈
摩
男
、
憂
陀
夷
、

迦
既
利
、

転
輪
聖
王

に
つ
い
て

は
後
に
説

明
を
す

る
。

前
述

の
こ

と
か
ら
、

チ
ヱ
で

知
性
を
表
現
さ
れ
て
い
る
人

物

は
仏
教
関

係
者

が

非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
た
め
仏

教
説

話
で

構
成
さ
れ
て
い
る
巻
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、

チ

ヱ
は
仏
教
的

色
彩
の
強
い

仏
教
説
話
に
の
み
用

い
ら
れ
、

仏
教
関
係
者
の
知
性
を

表
現
す

る
こ
と

が
多
い
。

ま
た
一
般
人
の
場
合
の
用
例
で
も
、

釈
摩
男

ぱ
仏
陀
を
輩
出
し
た

釈
種
の
国
迦
批
羅
衛
国

の

長

老
で
も
あ
り

師
で

も
あ
る
人
物
で

あ
り
、

憂
陀
夷

と
迦
既
利

は

後
に
仏
道
修

行

を
す

る
少

年
で
あ
り

、

転
輪
聖
王

は
『
今

昔
』
で
は

仏
教
の

た
め
に
生
命
も
惜
し
ま
な
い
王
で
あ
っ
て
、

全
て
仏
教
に
関
与

す
る
人
物
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
チ
ヱ
は
仏
教
的
な
知
性

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

表一三（注5 ）

説 話 文 学
軍記
物語

物 語 文 学

沙 古 宇 三 日

こム木 治 宝 本

石　 拾
説 遺 絵 霊

集 話 物 詞 異

集 語　 記

平 平

治 家

物 物

語 語

堤 夜 狭 源 落 宇

中 の 衣 氏 窪 津

納

言 寝 物 物 物 保

覚 語 語 語 物物 見oc ニj   ntニJ   mニ1

語　　　　　　 語

作

品

名

○ × ○ ○ × × ○ × × × × × ○
チ
ヱ

× ○ ○ × × ×　× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ザイ

こ
の
よ
う
な
現
象
が
『
今
昔
』

に
の
み
見
ら
れ
る
の
か
、

あ

る
い
は
『
今
昔
』
と
同
時
代
の
文
学
作
品
に
共
通
す
る
も
の
で

あ
る
か
確
証
を
得
る
た
め
に
、
中
古
・
中
世
前
期
の
文
学
作
品

か
ら
チ
ヱ
の
用
例
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
文
学
作
品
は
物
語
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文
学
、
軍
記
物
語
、
説
話
文
学
の
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
十
三

の
作
品
を
使
用
し
た
。
そ
れ
ら
十
三
の
作
品
に
お
け
る
チ
ヱ
の

有
無
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
表
－

三
で
あ
る
。
チ
ヱ
が
物
語
文

学
や
軍
記
物
語
に

あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
『
今
昔
』
と
同
じ
よ

う
な
仏
教
説
話
を
含
む
説
話
文
学
の
作
品
に
よ
く
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、

そ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
チ
ヱ

の
用
例
で
あ
る
が
、

十
三
例
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

『
今
昔
』
と
同
様
に
、

誰
に
ど
の
よ
う
な
状
態
で
用
い
ら
れ
て

い
る
か
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
仏
教
関
係
者
の
用
例

ば
か
り
九
例
で
あ
っ
た
。

①
『
宇
津
保
物
語
』
・
上

例
（
一
例
）

－

こ
の
つ
き
て
去
に
し
師
、
法
な
ど
う
け
つ
く
し
て
賢
き
ち

ゑ
な
り
け
れ
ば
…
（
忠
こ
そ
）

②
『
平
家
物
語
』
…
三
例
（
三
例
）

い
か
む
が
や
ン
ご
と
な
き
修
学
者
、
智
恵
ふ
か
き
大
修
だ

ち
に
は
・：
　（
巻
二
　
一
行
阿
沙
利
之
沙
汰
）

④
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
…
四
例
（

八
例
）
　（
注
6

）

1

西
天
竺
に
龍
樹
菩
薩
と
申
上
人
ま
し
ま
す
。
智
恵
甚
深
也
。

（
第
一
三
八
話
）

―大
師
の

智
恵
深

く
ま
し

ま
す

よ
し
う

け
た
ま
ぱ
り
て
　（
同

右
）
智
恵
あ
る
側

に
て
、
こ
た
ふ
る
や
う
（
第
三
四
八
話
）

1

智
恵
な
き
聖

ぱ
、

か
く
天
狗

に

あ
ざ
む
か
れ
け
る
な
り
。

（
第
三
七
六
話
）

（
　

）
内
の
用

例
数
は
、
そ
の
作
品

に
お
け
る
チ
ヱ
の
全
用

例

で
あ
る
。

た
だ
し
、

回
一
宝
絵
詞
』

に
つ

い
て
の
み
、

一

般
語

と
し
て
の
チ

ヱ
　（

後
述
す

る
が

古
語

と
し

て
の
チ
ヱ
に
は

仏

教

語

と
一
般
語

が
あ
る
。
）
と
判
断
七

だ
用
例
の
数

が
記
し
て
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
一
般
人
の
知
性

を

表
現
し
て

い
る

チ
ヱ
の
用

例

ぱ
一
例
も
存
在
し
な

か
っ
た

。

表
－

三
や
こ
の
事

が
ら
見
ら
れ

る
現
象

は
『
今
昔
』
の
場
合

と

同

様
の
傾
向
を

示

し
て

お
り
、

中

古
・
中
世
前
期

に
お
け
る

文
学
作
品
に

見
ら
れ
る
チ
ヱ
は
、

『
今
昔

』
も
当
然
含

め
て
、

仏
教
的
な
知
性
を

表
現
し
て
い
る

と
断
定
す

る
こ

と
が
で
き
よ
う

。

2
　

ザ
イ
に
つ
い
て

ザ
イ
の
用
例
ぱ
、
チ
ヱ
の
場
合
と
全
く
反
対
に
仏
教
関
係
者

況

ん
や
智
恵
高
貴

に
し
て
三
千

の
貫
主
た
り

。
（
同

右
）

－

其
子

に
如

無
僧
都
と
て
、

智
恵
才
学
身
に
あ
ま
り
・：
　（
巻

六
　
祇
園

女
御
）

③
『
三
宝
絵
詞

』
・
二

例

二

例
）

－
（
天
台

の
大
師
は
）
　
智
慧
神
明
に
し
て

元
碍

の
弁
才

を
え

た
り
。
（
下

巻
　

比
叡
霜

月
会
）
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が
わ
ず
か
八
例
で
、

そ
れ
に
対
し
て

一
般
人

は
三
〇

例
に
も
達

し
て

い
る
。
ま

ず
一
般
人
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。。

①
「
天
皇
・
皇
族
」
に
つ
い
て
・
：
三
例

イ
大
友
皇
子

に
つ

い
て
・
二

一
－

三
〇
、
以
上
一
例

口
孝
謙
天
皇
に
つ
い
て
・・
こ

ニ
ー
四
、
以
上
一
例

ハ
直
世
王
に
つ
い
て
：
二

二
－

五
、
以

上
一
例

③
「
貴
族
」
に
つ
い
て
：
二

七
例

イ
氏
名
不
詳
の
大
臣
に
つ
い
て
：
△
－

三
、
以
上
一
例

口
藤
原
広
継
に
つ
い
て
…
一
一
1

六
、
以

上
一
例

ハ
藤
原
義
孝
に
つ
い
て
：
二

五
－

四
二
、

二
四
－

三

九
、

以

上
二
例

二
藤
原
師
尹
の
五
男
（

氏
名
不

詳
）
　に
つ
い
て
：
二

九
－

九
、
以

上
一
例

水
源
光
に
つ
い
て
…
二
〇
－

三
、
以

上
一
例

へ
河

内
守
（

氏
名
不

詳
）
　
に
つ
い
て
…
二
〇
－

三
六
、

以

上
一

例

ト
小

野
宮
実
頼
に
つ
い
て
…
二
〇
－

四
三
、
以
上
一
例

チ
藤
原
不

比
等
に
つ
い
て
…
二
二
－

ニ
、
以
上
一
例

り
藤
原
房

前
に
つ
い
て
…
二
二
－

三
、
以
上
一
例

ヌ
藤
原
内
麿

に
つ
い
て
…

二
二
－

四
、
以
上

一
例

ル
藤
原
良
房

に
つ
い
て
・：
二
二
1

五
、
以
上
一
例

ヲ
藤
原
基
経

に
つ
い
て
…

二
二
－

六
、
以
上
一
例

ワ
藤
原
冬
嗣
に
つ
い
て
・・・
二
二
－

七
、
以

上
一
例

力
藤
原
斉
信
に
つ
い
て
・：
二
四
－

二
九
、
以

上
一

例

ヨ
小
野
宮
実
資
に
つ
い
て
…
二
七
―
一

九
、
以
上

一
例

夕
藤
原
朝
成
（

か
？

）
に
つ
い
て
・：

二
八
－

二
三
、

以
上

一
例

③
「

学
者
」
に
つ
い
て
・：
四
例

イ
紀
長
谷

雄
に
つ
い
て
…
二
八
I

二
九
（

二
例
）
、

以

上

二
例

口
清
原
義

澄
に
つ
い
て
・：
二
九
－

ニ
○
（

二
例
）

、

以

上

二
例

④
「
下
級
官
吏
」

に
つ

い
て
…
三
例

イ
主
計
頭
小
槻
糸
平

の
子
に
つ

い
て
・：
二
四
I

一

八
（
二

例
）
、
以

上
二
例

口
伊
豆
守
小
野

五
友

の

目
代
に
つ
い
て
・：

二
八
－

二
七
、

以
上
一
例

⑤
そ
の
他
・：
三
例

イ
舎
衛
国
の
長
者
の
息
子
金
天
に
つ
い
て
…
ニ
ー
八
、

以

上
一
例

口
孔
子
に
つ
い
て
：
こ

○
－

九
、
以

上
一
例

ハ
唐
の
人
（
氏
名
不
詳
）
に
つ
い
て
…
二
四
－

二
二
、

以

上
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万

以

上
の
三
〇

例
で
あ
る
。

で
は
次
に
八
例
の

仏
教
関
係
者
の
用
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例
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、

仏
教
関
係
者
の
用
例

ぱ
、

は
じ
め
一

般
人
で

後
に

出
家
し

た
人
物

と
ぱ
じ
め
か
ら

僧
侶
で

あ
る
人
物

に
分

け
ら
れ
る
。

ま

ず
、

ぱ
じ
め
か
ら
僧
侶

で
あ
る
人
物

の
用

例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「

僧
侶
」
に
つ
い
て
・：
三
例

イ
「

覚
縁
律
師
」
に
つ
い
て
・
二

九
Ｉ

二
三
、
以

上
一
例

口
「

源
信
僧
都
」
に
つ
い
て
：
こ

五
－

三
九
、
以

上
一
例

ハ
「

氏
名
不
詳
の
僧
侶
」
に
つ
い
て
・
二

九
－

ニ

ベ
　

以

上
一
例

以
上
三
例
で
あ
る

。

次

に
、

ぱ
じ
め
一

般
人

で
後
に
出
家
し

た

人
物
の
用
例
は
少
し
多
く
五
例
で
あ
る
。

し

か
し
、

次

か
ら
も

わ

か
る
よ
う
に
、

け
じ
め
一

般
人
で

後
に
出
家
し

た
人
物

に
チ

ヱ
が

用

い
ら
れ
て

い
る
場
合
、

出
家
以
前

の
在

俗
時
で
朝
廷

に

仕
え
て
い
る
時
点
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
こ
の
場
合
、

仏
教
関
係
者
の

用
例
で

ぱ
あ
っ
て
も
一

般
人
の
用

例
に

近

い
と

言
え

る
。

②
「

ぱ
じ

め
一

般
人
で
、

後
に
出
家

し
た
人
」

に
つ
い
て
…

五
例
イ

コ
局
階
良
臣
」

に
つ
い
て
・
上

例

１宮
内
卿
高
階
ノ

良
臣

上

二
フ
人
有

ケ
リ
、

殊

二
身

二

才
有

テ
文

ノ
道

二
達

レ
リ

。

二

五
－

三
四
）

ロ
「
慶
滋
保
胤
＝

寂
心
」

に
つ

い
て
：
△

例

岡

部

慶
滋
ノ

保
胤

卜
云

フ
者
有

ケ
リ
…

。
心

二
慈
悲

有

テ
身

ノ
才

並
ビ
元

シ
。

二

九
－

三
）

ハ
「

良
峯
宗
貞
＝

花
山
僧
正
」
に
つ
い
て
：
二

例

蔵
人
ノ
頭

右
近

ノ
少
将
良
峰
ノ

宗
貞
上

二
フ

人
有

ケ

丿
、
・：
（
中
略
）
…
身
ノ
才
人

二

勝

ク
リ

ケ
レ

バ
、

天

皇
殊

二
睦
マ

シ
ク
思
食

シ
ク
リ

ケ
リ
。

二

九
－

一
）

ニ
「

大
江

定
基
＝

寂
照
」
に
つ
い
て
…
二
例

入

道
寂
照
上

二
フ
人

有
リ
、

俗
ニ
テ
ハ

大
江

ノ
定
基

－

卜
云

ヒ
ケ
リ
。

身

ノ
才
、

止
事
元

ク
シ
テ
、
公

ケ
ニ
仕

Ｉケ
ル
程
ニ
、
道
心
ヲ
発

シ
テ
出
家

七
戸
也
。
（

一
七
－

三

八
）―参
河
ノ
守
大
江
定
基

卜
云

フ
人
有
リ
・
…

身

ノ
才
人

二
勝

ク
リ

ケ
タ
、
蔵
人
ノ
巡

二
参
河

守

二
任

ズ
。
（
一
九

－

ニ
）

ザ
イ
は
、

一
般
人
の
知
性
を
表
現
す

る
用
例

が

圧
倒
的

に
多

く
、

仏
教
関
係
者
の
用
例
で
も

一
般
人

の
立
場

で
あ
る
時
点

の

こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、

チ

ヱ
と
は
反
対
に

一
般
的

な
知
性

を

表
現
し
て
い
る
と

判
断
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。

中

古
の
物
語
文
学
に

お
い
て
「
才
（
ザ
イ

ー
ザ
エ
）
」
は
「

学
問
。

特
に
、

漢
学
・
漢
詩
文
等
の
学
識
」
　（
岩
波
古
語
辞
典
）
　
を
示

し
、
「
理
想
的
な

人
間
の
条
件
に
挙

げ
、

ま
た
人

を
讃

め
る
時

に

は
必

ず
」
　（
注
７
）
　「
才
」
と
称
す
ほ
ど
で
も
あ
る
。
ま
た
、
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『
今

昔
』
と
同

じ
よ
う
に
仏
教
説
話

と
世
俗
説

話
で
構
成

さ
れ
、

チ

ヱ
と

ザ
イ
両
方
の
用
例

が
あ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
で
も
、

ザ
イ
の
用
例

は

次

の
よ
う
に
四
例
す

べ
て
が

世
俗
説
話
に
在

っ

て
一
般
人
の
知
性
を
表
現
し
て
い

る
。

今
は
昔
、
劃
訓

刺
網
劃

と
い
ふ

人
有

け
り

。
・
●・
才
か
し

こ

く
て
、
も
ろ
こ
し
の
こ
と
、

此
の
世
の
こ
と
、

み
な
知
り

給

へ
り
。
（
九
四
　

巻
七
ノ
三
）

い
ま
ぱ
昔
、

主
計
頭
小

槻
当
平

と
い
ふ
人
あ
り

け
り

。

そ

の
子
に
訓
博
士
な

る
も
の
あ
り
。

名
は

茂
助
と
な
ん
い
ひ

け
る
。

…
な
り
つ

た
は
り

た
る
職
な

る
う

へ
に
、

才

か
し

こ
く
、

心

ば
へ
も
う
る
せ

か
り
け
れ

ば
、

…

（
一
二
二

巻
一
〇

ノ
九
）

昔
、
備
中
國
に
則
司

あ
り

け
り

。

利
刈

月
引

に
、

ひ
き
の

ま

き
人

と
い
ふ
人
有
け
り
。
　・一・
そ
の

後
、

文
を
な
ら
ひ
よ

み
た
れ

ば
、
た

ゞ
通
り
に
通
り
て
、
才
あ
る
人
に
な
り

ぬ
。

お
ほ
や
け
、
き
こ
し
め
し
て
、

試
み
ら
る

ゝ
に
、

誠

に
才

深

く
あ
り
け
れ
ば
・：
（

二
〈

五
　

巻
一
三
ノ
五
）

3
　

ま
　

と
　

め

『
今
昔
』
に

お
け
る
チ

ヱ
と
ザ
イ
の

用
例

は
、

チ
ヱ
が
仏

教

的
、

ザ
イ
が
一
般
的
知
性

を
示
し
て

い
る
こ

と
を

明
ら

か
に
表

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
『
今
昔
』
だ
け
で
な
く
、
中

古
・
中
世
前
期
の
文
学
作
品
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
チ
ヱ
と
ザ
イ
の
語
義

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
知
性
を
示
す
に
あ
た
っ
て
正
反

対
の
傾
向
を
示
す
チ
ヱ
と
ザ
イ
の
、
現
代
の

辞
書
に
お
け
る
語

義
や
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
チ
ヱ
と
ザ
イ
の

語
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
を
記
す
。

I
　

チ
ヱ
に
つ
い
て

チ

ヱ
は
現
代
で

は

「
物

事
の
筋
道

が
わ
か
り
、

う

ま
く
処
理

し
て
行
け
る
能
力
」
　（
岩
波
国
語
辞
典
）
　を
意
味

し
、

知
性
の

類
義
語

と
も
さ
れ
て
い
る
（
注
8

）
。
古
語
の
チ
ヱ
に
つ
し
て
古

語

辞
典
に
よ
れ
ば
「
の
物

事
を

明

確
に
察
知
し

、
址

し
く
判
断

す

る
心
の
働
き
。
④
〔
仏
〕
A

愚
親
の
対
▽

六
波
羅

の
第
六
』

か
の
大
将
は
、
才
も
か
し
こ
く
い
ま
す
か
り
。（
一
八
三

巻
一
四
ノ
九
）

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、

ザ
イ
が
一
般
的
な
知
性
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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（
岩
波
古
語
辞
典
）
と
、

ま
ず
一

般
語

と
し
て
の

語
義

と
仏
教

語

と
し
て
の
語
義
を
区

別
し
て
挙
げ
て
い
る
。
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
で
は

一
般
語
と
し
て
の
チ

ヱ
の

語
義

に
つ

い
て

い
っ
そ
う

詳
細
に
記

載
し
て
い
る
。「

②
物
事
の
道
理
を
さ
と
り
、
是
非
・

善
悪

を
わ
き
ま
え
る
心
の

ぱ
た
ら
き
。

物
の
筋
道
を
知
り
、

前

後
を
よ
く
考
え
、
計
画

し
、

正
し
く
処
理
し
て
い
く
能
力
。

ま

た
、
そ
れ
を
有
す
る
人
。

③
才
知
の
は
た
ら
き
。

す
ぐ
れ
た
機

知
、
工
夫
、
や
り
く
り
、
思
い
つ
き
な
ど
。
才
覚
。
」
で
、

③
は

近
世
以

降
、

②

は
中
世
以

前
の
語
義
で
あ
る
こ

と
が
、

引
用

さ

れ
て
い
る
用

例
の
文
献

か
ら

判
断
で
き
る
。

一

般
語

と
仏
教
語

で
は
、

古
語
辞
典
や
国
語
辞
典
を
見
て
い
る
限
り
で
は

非
常
に

隔
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し

『
仏
教
語
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
チ
ヱ
は

「
。事
物
の
実
相

を
照
ら
し
、

惑
い
を
断

っ
て

さ
と
り
を
完
成
す
る
憾
た
ら
き
。

物
事
を
正
し
く

と
ら
え
、

真

理
を
見
き
わ
め
る
認
識
力
。

叡
智
（
英
知
）
。

真
実
の
智
慧
。
」

を
第
一

義
と
し
、

中
世
以
前
の
古
語
の

一
般
語

と
し
て

の
チ

ェ

の
語
義
と
近
似
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と

か
ら
、

第
二
節
で
述

べ

た
よ
う
に
チ
ヱ

が
仏
教
的
な
知
性
を

示
す
理
由

を
、

次

の
よ
う

に
推
察
し
て
み
た
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
中
国

で
も
一

般
語
と
し
て
の

チ

ヱ
と
仏
教
語

と
し
て
の

チ

ヱ
が
存
在
す

る
。

一
般
語
と
し
て
の
語
義
は
「

さ
と
り
。

又
、

分
別
す

る
心
の
は

た
ら
き
。

さ
と
し

。

智
恵
。
」
で
、

仏
教
語

と
し
て
の

語
義

は

「
決
断

を
智
と
い
ひ

、

簡
揮
を
慧
と
い
ふ
。

又
分
別
妄
想
を
離

れ
る
は
た
ら
き
。
」
で
あ
る
。
中
国
に

お
い
て
一
般
語

と
し
て
の

チ
ヱ
と
仏
教
語

と
し
て

の

チ
ヱ

が

併
存
す

る
こ

と
に
な

っ
た
の

は
、
中
国

で
元
来
使
用

さ
れ
て

い
た
「
智
慧
（
恵
）
」
即
ち
一

般

語

と
し
て

の
チ

ヱ
が
あ
り
、

そ
の
後
仏
教
の
導
入

で

仏
典
を
漢

訳
す
る
際
梵
語
の
「
『

豚

ぼ

』
を
語
義

の
近

い
「

智
慧
（

恵
）
」

に
し

た
た
め
仏
教
語

と
し
て

の
チ

ヱ
が
で
き
た
か
ら

で
あ
ろ
う

。

中
団

か
ら
書
物

を

導
入
し
て
い
る
日
本
で
は
、

一
般
語
と
し
て

の
チ
ヱ
は

中
国

思
想
の
書
物
に
よ
っ
て
、

仏
教
語

と
し
て
の
チ

ヱ
は
仏
典
に
よ
っ
て
、

両

者
と
も
に
入
っ
て
き
て
い
た
と

考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
『
今
昔
』
や

中
古
・
中
世
前
期
の
文
学
作
品

に
見

出
せ
る
チ
ヱ

ぱ
、

仏
教
語

で
は
な
い

が

一
般
語
と
し
て
は

非
常
に
仏
教
的

に
扱
わ
れ
て

い
て

、

中
国

で
『
墨
子
』

や
『

菊

子
』
、
『
韓
非
子
』
な

ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ご
く
一

般
的
な
知

性
を
表
現

し
て
い
る
一

般
語

と
し
て
の

チ
ヱ
と
は

随
分
異

っ
て

い
る
。
同

じ
一
般
語

と
し

て
の

チ
ヱ
で
あ
り
な

が
ら
、

中
国

と

日
本

で
は
こ
の
よ
う
に

大
き
な
差

が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
つ
い

て
、
中
国

か
ら
中
国
思

想
の

書
物
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た

中
国

で
の
一
般
語

と
し
て
の
チ
ヱ
は

日
本
人
に
と

っ
て

中
国
思
想
的

な
趣
き

が
あ
り
か
つ
な
じ
み
の
薄

い

漢
語

で
あ
る
た
め
に

仮
名

文
学
に
は
取

り
入

れ
ら
れ
難
く
、
『
今
昔
』
や
そ

の
他

の
文
学
作

品
に
見
ら
れ
る
仏
教
的

な
一

般
語

と
し
て

の

チ
ヱ

ぱ
仏
教
の

普
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及
・
浸

透
に
よ
っ
て
仏
教
語

と
し
て
の
チ

ヱ
が

仏
典

か
ら

一
般

の
文
献

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
次
第
に

一

般
語
化
し
て

出
来

た
も

の
で
、
そ
れ

ゆ
え
一

般
語
で

あ
っ
て
も

仏

教
的

な
面

を

持

つ
こ

と
に
な

っ
た

と
推
測
す

る
の
で

あ
る
。
『
日
本

霊
異
記

』
に
は
チ

ヱ
の
用

例
は
全
く

な
く
、
『
三
宝
絵
詞
』
で
は
次

の
通
り
三
例
存

在
す

る
。
一
例
に
つ

い
て

は
す
で

に

第

二
節
で
『
今
昔
』

以
外

の
文
学
作
品
に

お
け
る
チ
ヱ
の
用
例
で
記
し

た
。

此
の
会
の
功
徳

は
か
な
ら
ず

智
慧
の
光
を
え
て

無
明

の
や

み

を
て
ら
す

べ
し
。
（

巻
下
　

薬

師
寺
万
燈

会
）

法

師
に
ほ
ど
こ
し
て

経
法

を
か
き
う
つ

さ
し

む
れ

ば
、

智

慧

を
う
。
（
巻
下
　

孟
蘭
翌

）

（
天
台

の
大
師

は
）

智
慧
深
明

に
し
て

元
碍

の
滸
才

を
え

た
り
。
（
巻
下
　

霜
月
会
）

こ
の
三
例
の
中
で
、
第
二

節
で
も
記
し
た
「

霜

月

会
」
の
用

例

は
人
物

の
知
性

を

表
現

し
て
い
る
こ

と
と

前
後
の
文
意
か
ら
一

般
語
で

あ
る
と
判
断
し
、

他

の
二
例
は

前
後
の
文

意
か
ら
仏
教

語

と
判
断
し

た
。

し

か
し
、

仏
教
語

と
判
断

し
た
二
例
の
用

例

が
存
在
す
る
巻
下
は

『

三
宝
絵
詞
』
成
立
当
時
の

寺
院

に
お
け

る
法
要

の
由
縁

を

説

い
た
も
の
で
、

仏

典
の
よ
う
に
仏
教

の
教

理

を
記
し
て
い
る

わ
け
で
な
く
、

仏
教
語

と
し
て

い
ち
お
う
判

断

さ
れ
る

が
一
般
語
的
雰
囲
気
を
擁
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

仏
典
の
中
だ

げ
に
存
在
し
た

仏
教
語

と
し
て
の

チ

ヱ
が
次

第
に

仏

教
と

関
連
の
あ
る
一
般
の
書
物

に

取

り
入

れ
ら
れ
て
『
三
宝

絵
詞
』
に
見

る
よ
う
に

仏
教
語

と
も
一
般
語

と
も

判

別
し
難
い

よ
う
な
用

例
に
変
化

し
、

次

第
に
『
今

昔
』
や

そ
の
他
の
文
学

作
品

に
見
ら
れ
る
よ
う
な

仏
教
的
な
一
般
語

と
し
て
の

チ
ヱ

ヘ

と
発
展
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

現
代
の
辞
書
に

見
ら
れ
る
チ

エ
に
つ
い
て
、
今

ま
で
に
記

し
た
も
の
は
、

一
般
語
と
し
て
の

チ
ヱ
と
仏
教
語

と

し
て
の
チ
ヱ
を

全
く
別
の
も
の
と
し
て

載
せ
て
い
て
、
一
般
語

と
し
て
の
チ
ヱ
と

仏
教
語
と
し
て
の

チ
ヱ
と
の
関
連
あ
る
い
は

中
古
・
中
世
前
期
の

文
学
作
品
に
お
け
る

仏
教
的
な
一
般
語
と

し
て
の
チ
ヱ
に
つ
い
て
は
記
し

て
い
な

い
。
た
だ
、
『
日
本
国
語

大
辞
典
』
に

中
世
以
前
の

チ

ヱ
に
つ
い
て
は
、
「

ざ
え
」
　「

才

覚
」
　「

才
学
」

に
較
べ
て
「

よ
り
精
神
的
な

知
力
を
さ
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。
今
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う

に
仏
教

が

出
所
だ

か
ら
こ
そ
「

精
神
的
な
知
力
」
に

な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
今
昔
』

よ
り
少
し
下

っ
た
時
代
の
仏
教
説

話
集
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』
の
中
に
「
名
利

ノ
心

ナ
ク
ハ
学
問
ス

ヘ
ク
フ
ス
学
ナ
ク
ハ

智
慧

ア
ラ

シ

智
慧

ナ
ク
ハ
道
心

オ
コ
リ

カ

ク
シ
ト
思
ハ

レ
ケ

タ
・・・
」

と
い
う
一
節
か
お
る
。
「
智
慧
」

か
ら

「
道
心
」

へ

移

っ
て
行
く
と
こ
ろ

が
、

チ

ヱ
と
仏
教
と
の
結
び

つ
き
を
示
す

資
料

の
ひ
と
つ
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
『
黒
谷
源
空

上
人
絵

伝
』
で
法
然

が
「

智
恵
第
一
ノ
法
然
房
」
（
群
書
類
従

第
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八
巻
）
と
記
さ
れ
「
才
第
二

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

中
古
・
中
世
前
期
の
文
学
作
品
に
お
け
る
一
般
語
と
し
て
の

チ
ヱ
に
つ
い
て
、
そ
の
仏
教
的
な
用
い
ら
れ
方
や
仏
教
と
の
関

連
す
な
わ
ち
一
般
語
と
し
て
の
チ
ヱ
に
内
在
す
る
仏
教
性
に
つ

い
て
、
今
後
の
語
彙
研
究
あ
る
い
は
辞
書
の
編
集
に
お
い
て
ぱ

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

2
　

ザ
イ

に
つ
い
て

「

才
」
は
「
○

め
。
め
ば
え
。
○

も
と
、

又
、
基
本
。

は
じ

め
。
は
じ
め
て
。
⑧
た
ち
。

先
天

的
に
有
す
る
素
質
、

能
力
。

天
賦
。

盲ｔ
性

。

⑩
は
た
ら
き
。

う
で
ま
へ
。

ち

か
ら
。

⑧
才

能
の
あ
る
人
。
す
ぐ
れ
た
人
。
⑤
わ
づ

か
。
わ
づ
か
に
」
（

大
漢

和
辞
典
）
な
ど
多
く
の
語
義
を
有
し
て
い
る

が
、
日
本

で

は
「
の

生
ま
れ
つ
き
も

っ
て
い
る
す
ぐ
れ
た
能
力
、

資
質
。

頭

の
ぱ
た

ら
き
。
才
能
。
才
知
。
知
能
。
ま
た
、

そ
う
し

た
能
力
、

資
質

の
そ
な
わ
っ
た
人
。
②
学
問
。
才
識
。

学
。

ま
た
ぱ
そ
れ

に
す

ぐ
れ
て
い
る
人
。
と
く
に
中
古
ご
ろ
は
、

漢
詩
、

漢
文

の
知
識

や
学
力
な
ど
を
意
味
し
た
。
ざ
え
。
」
　（
日
本
国
語

大
辞
典
）
な

ど
の
意
味
で

用

い
ら
れ
て

い
る
。

前

に
も
述

べ
た

よ
う

に
「
才

（

ザ
イ

ー
ザ

エ
）
」

は
中

古
の
物
語
文
学

に
は
必
要
不
可
欠

な
知

性

を
示

す
語
彙

で
あ
り
、
『
宇
津
保
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
等

に
在

る
多
量

な

用

例
に
よ
っ
て

詳
細
に
研

究
・

考
察
さ
れ
て
い

る
。
し

か
し

、

さ
ら
に
、

同

じ
知
性
を
示

す
語

で
あ
り
な
が
ら

仏

教
的

な
知
性

を

示

す
チ
ヱ
と
の

対
比
を
考
え
る
こ
と
に
よ

っ

て

い
っ
そ
ゲ
ザ
イ
の
示
す

知
性

が
明

瞭
に
な
る
と

思
う
の
で
あ

る
。

四
　

ま
　

と
　

め

今

ま
で
、

チ
ヱ
が
仏
教
的
な
知
性
を
、

ザ
イ

が
一
般
的
な
知

性

を
示
し
て

い
る
こ

と
を
繰
り
返
し
述

べ
て
き
た

。
表
I

三
で
、

物
語
文
学

に
は
ザ
イ
が
、

仏
教
文
学
で
あ
る

説
話
文
学
に
は
チ

ヱ

が
多
い
こ
と
も
、

こ
れ
に
よ

っ
て
明

ら

か
で
あ
る
。

ザ
イ
は

ブ
般
的

知
性
を

示

し
て
い
る
か
ら
こ
そ

物
語
文
学
の
知
性
を
示

す

代
表
的

な
語

で
あ
り
、

チ
ヱ
は
仏
教
的
知
性
を

示

し
て
い
る

か
ら
こ
そ
仏
教
文
学

の
知
性

を
示
す
代
表
的

な
語

と
言
え
よ
う

。

物
語

文
学

あ
る
い
は

言
い
換
え
れ
ば

一
般
の
文
学
と
仏
教
文
学

が
並
存
し
て
い
た

中
古
・
中
世
前
期
に
お
い
て

こ
の
二
つ
の
語

は
知
性
を
示

す
二
大
語

と
も
言

え
る
だ
ろ
う

。

た
だ
、

平

安
時
代
は
物
語
文
学
の
全
盛
期
で
あ
り
、

平

安
末

期
以

降
に
仏
教
文
学

が

隆
盛
す
る
こ
と
か
ら
、

ザ
イ
は
平

安
時

代
の
知
性
を

代
表
す
る
語
で
、

チ

ヱ
は
平
安
末
期
以
降
鎌
倉
時
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代
の
知
性
を
代
表
す
る
語
で
あ
る
と
も
言
え
な
く
も
な
い
だ
ろ

ペ
ノ
○

と
に
か
く

、

チ
エ
と
ザ
イ
の
二
つ
の
語

を

対
比
し
て
考
え
る

こ

と
に
よ
っ
て
、

中
古
・

中
世
前
期
の

文
学
作
品
に

お
け
る
二

つ
の
語

の
存
在
が
も
っ
と
明

瞭
に
な
る
と
私

は
思
う
の
で

あ
る
。

五

補

足

説

明

中
世
後
期
以
降
の
チ
ヱ
に
つ
い
て

少
し

だ
け
触
れ

る

こ
と
に

す
る
。

中
世

後
期
の
『
太
平
記
』
に

お
け
る
チ

ヱ

の

用

例

は

「

文
を
以
て
世
を
治
る
時
は
、

智
慧

を
先

と
し
、

仁
義

を
本

と

す
る
故
に
」
（

巻
三
七
　
可

立
大
将
事
）
な
ど
の
よ
う
に
、
儒
教

的
な
用
例
も
あ
り
、

こ
こ

に
至

っ
て
は
じ
め
て

中
国
で
中
国
思

想

の
書
物
な

ど
で

用

い
ら
れ
て
い
た
一
般
語

と
し
て
の

チ

エ
が

現

わ
れ

る
こ

と
に
な
る
。

近
世

に
な
る
と
、
ザ
イ
よ
り

も
む
し

ろ
「

サ
イ
カ
ク
（
才
覚
・

才
学
）

と
の
関
連

が

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ

に
よ
っ
て
チ

ヱ
は
、

仏
教
的

あ
る
い
ぱ

中
国

思
想
的
色
彩
を

全
く
無
く
し
て
し

ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

　
0語
義
的

に
も
「

『
才
覚
』
の
意
味

に

近
」
（

日
本
国
語

大
辞

典
）

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
に
入
り
、

哲
学
用
語
の
「
帥
名

置
毘

を
訳
す
た
め
に
チ

ヱ

を
用

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、｛

現
代
で
一
般
に

用
い
て
い
る
チ

ヱ
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
『
日
本
国
語

大
辞
典
』
に
よ
れ

ば

近
世

の
「
才
覚
」
に
代

わ
っ
て

「
現
代
で

は
、

む
し

ろ
『
知
恵
』
の
方

が

一

般
的

に
用

い
ら
れ
る
」

と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

注

1
　

●
C
S
l

「

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
類
義
語
に
関
す
る
一
考
察
」
佐
藤

武
義
　
国
語
学
9
1

3
　

表
－

一

に
お
け
る
語
彙
の
数
値
は
『
今
昔
物
語
集
文

節
索
引
』
よ

り
求
め
た
。

4

「

ば
さ
つ
〔
菩
薩
〕
・：
①
〔
仏
〕
み

ず
か
ら
仏
道
を
求
め
、
他
を

救
済
し
さ
と
ら
し
め
る
者
。
後
に
は
、
観
音
・
勢
至
・
弥
勒
な
ど

対
象

が
固
定
し
、
仏

に
次
ぐ
地
位
に
あ

る
も
の

と
さ
れ
た
。
」（
岩

波
古
語
辞
典
）
よ
り

。

5
　
対
比
の
資
料
と
し
て
の
中
古
・
中
世
前
期
の
文
学
作
品

に
つ
い
て

は
『
源
氏
物
語
』
　『
三

宝
絵
詞
』
　『
沙
石
集
』
を
除
い
て
す

べ
て

日
本
古
典
文
学
大
系
（

岩
波
書
店
）
を
使
用
し
た
。
『
源
氏
物
語
』

は
『
対
校
源
氏
物
語
新
釈

‐

～

因
』
　（
吉
沢
義
則
　

国
書
刊
行

会
）
、
『
三
宝

絵
詞
』
は
『
三
宝
絵
略
注
』
（
山
田
孝
雄
　
宝
文
館

出
版
）
、
『
沙
石
集
』
は
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
影

印
篇
』
　（
深
井
一
郎
編
　

勉
誠
社
）
を
使
用
し

た
。

6

『
宇
治
拾
遺
物
語

』
に
チ
エ
の
用

例
は
八
例
あ
る

が
、
仏
教
関
係

者

の
知
性
を
表
現
し
て
い
る
四
例
を
除
く
他
の
四
例
は
、
次
の
よ
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う
に
第
一
三

八
話
の
龍
樹
菩
薩
と
そ
の
弟
子
の
会
話
文
の
中

に
用

い
ら
れ
て
い
て
、
直
接
に
人
物
の
知
性
を
表
現
し
て
い
な
い

。

－

「

水
を
あ

た
へ
つ
る
は
、我
（
龍
樹
菩
薩
）
智
恵

は
、
小

箱
の
内

の
水

の
ご
と
し
、
し
か
る
に
汝
（
提
婆
菩
薩

）
万
里
を
し
の

I

ぎ
て
来

る
、
智
恵

を
う
か
べ
よ
と
て
、
水

を
あ

た
へ
つ
る
な

り
。
上
人
（

提
婆
菩
薩
）
、
空
に
、

御

心
を
し
り
て
、

針
を

水
に
人
て
返
す
こ
と
は
、
我
（

提
婆
菩
薩
）
針
斗
の
刎
囲

を

以
て
、
な
ん
ぢ
（
龍
樹
菩
薩
）
が
大
海
の
底
を
き
は
め
ん
と

也
。
な
ん
ぢ
ら
（
龍
樹
菩
薩
の
弟
子
）
、

年
来
随
逐

す
れ
ど

も
、
こ
の
心
を
知
ら

ず
し
て
、
こ
れ
を
間

ふ
。
上
人
は
、
始

て
き
た
れ
ど
も

、
わ

が
心
を
し
る
。
こ
れ
智
恵
の
あ

る
と
な

き
〔
と
〕

な
り
」
云

々
。

7
　

津
田
左
右
吉
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我

が
国
民
思
想
の
研
究
0

』

岩
波
文
庫
　

第
八
章
よ
り
。

8
　
国

立
国
語
研
究
所

『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
6
　

分

類

語

彙

表

』
一
・
三
〇
六
〇
「

知
識
・
意
見
な
ど
　

知
・
知
勇
・

全
知
・

知
性
・
理
性
・
悟
性
・
理
知
・
叡
知
・
智
慧
（
知
恵
）
・
猿
智
慧

・
奸
知
・
悪
智
慧
よ
り
。


